
1951年12月7日 第3種郵便物認可

まこと通信

1

まこと通信
社 会 民 主 党
田川市議会議員

後援会長のひとりごと

佐々木まことよりごあいさつ

後援会長 大 間 勝 徳

田川市議会議員 佐々木 まこと

佐々木まこと後援会事務所　〒826-0044　田川市大字位登876
TEL:0947‐42‐1866　FAX:0947‐48‐1501　mail：makt56@hotmail.com

2008年
4月1日

vol.

5号

　市議会議員となり1年が経過しようとしています。1年生議員として毎日試行錯誤の連続でし

たが、多くの先輩議員や後援会、支持者の皆様に支えて頂き頑張ることができました。

　議会では、行政改革、入札改革、小児科医療への取り組み、子育て施策の充実などを訴えて

まいりました。おかげさまで、私が訴えたことが少しずつ施策の中に活かされ、改革が進もう

としています。また議員活動としては、地元猪位金をはじめ、市民の生活改善、市民相談にも

積極的に取り組んでまいりました。

　まだまだ市議会議員として一歩を踏み出したばかりです。多くの経験と知識を蓄える努力は

惜しまず、いつも笑顔で市政発展のためにがんばってまいりたいと思います。

　「富士山が危ない」こんな記事をみて、ネットで検索してみた。あった。1970年に、八合目

付近まで永久凍土であることが発見され（地面の温度が1年中0度以下）それから40年余りで、

凍土は、どんどん山頂側に後退し続け、今では山頂部分に残るだけだそうだ。このまま凍土が

融け続けると、やがて雪のない富士山になり、頂上部分から崩壊する恐れがあるという。シベ

リアの凍土の中から、マンモスが昔のままの姿で出てきて、世界を驚かせてから数十年、地球

の永久凍土はどんどんやせ細っていく。

　先日の朝日新聞に「大都会果てぬ発熱」という記事が載った。東京都心は地球上で最も発熱

が著しい（ニューヨーク　プラス1.6度、東京はプラス3度）という。温暖化に加えて、ヒートア

イランド現象が加わり、25年頃には都心で40度を越すという。昨年の熱帯夜は過去最高？を記

録したと思うが、今年は果たしてどんな数字になるのか、人はこのまま、はてしない破滅への

道を辿るのか、映画、猿の惑星のラストシーンがよみがえる。

佐々木まこと後援会ニュース

社会新報号外

古賀靖典よりごあいさつ
　皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。県議会議員選挙から早いもので、1

年が経過しました。私は3年後を目指した活動を再開し、市民の皆様からの温かい激励を受け

ながら、元気いっぱい頑張っています。

  さて、この4月から後期高齢者医療制度が導入されました。これは、高齢者を医療保険制度か

ら排除し、これまで以上の負担を強いる悪法であり、許されるものではありません。

  私は高齢者が大切にされ、子どもたちが安心して暮らせる社会こそ、みんなにとって住みよい

町だと信じています。住みよい町づくりのため、県政と田川を結ぶ架け橋となれるよう、引き

続き頑張ってまいります。今後とも、ご指導くださいますようお願い申し上げます。

国会で保坂展人衆議院議員、
福島みずほ党首と
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　　　　（市長）①数字の違いは策定した時期が違うた
めだと認識している。③効果額においては、公会計制
度の改革も含め効果を出していきたい。そのなかで職
員の意識改革を図って行きたい。

（総務部長）②PDCAサイクルにおいては、最終的には
行政評価制度を目指しており、そのなかで進めていき
たい。④「広報たがわ」はさらに検討を重ねていきたい。
ただ市民には行政区に加入してほしいというのが市の
認識である。

一般質問

田川市が策定した計画の一覧表（計画中も含む）田川市が策定した計画の一覧表（計画中も含む）

　　　　①行政改革による財政効果を中間報告では20
億8万1000円と述べているが、実際は単純に積み上げ
ただけの効果額で、これによって生じた損益は一切引か
れていない。この件について独自に計算してみた。例え
ば「公有財産の積極的な活用」は、その多くが埼玉県
の西原駐車場の売り払い利益（5億6400万円）だった
が、予定価格は3億円であるので、実際の利益は2億
6400万円とカウントすべき。その他、人件費も退職金
を減額したり、人員削減と言っても実際は職場移動をし
ただけという事例を計算すると、20億円ではなく、マ
イナス3億3894万4000円となる。単なる数字の積み
上げになんの意味があるのか。この数字の違いについ
て執行部の考えを問う。
②行政改革には「PDCAマネジメントサイクル（注）の指
向の定着を早急に図っていく必要がある」との項目が
ある。具体的にどう行っていくのか。
③行政改革には「成果、有効性、必要性、効率性の『指
標（モノサシ）』を具体的計画の中に設定する等、全体
の見直しを行い」との項目がある。具体的にどうしてい
くのか。
④人員削減を「定員適正化」という名の下に進めてい
るが、いったい執行部は何名が適正だと考えているのか。
削減されることによる行政サービスの低下、職員の士
気低下も考慮に入れているのか。その対策について問う。
⑤行政改革には「19年度中にパブリックコメント制度
の実施要綱を策定」と言及しているが、いまだに報告
がない。今後の動きについて具体的に問う。
⑥「広報たがわ」の全戸配布についても19年度中に全
戸配布に向け取り組むと言及しているが、いまだ具体
的な動きがない。そもそも「広報たがわ」が配られてい
ない世帯は何世帯あるのか。また未配布者に対する配
布対策は充分だと言えるのか。

質 問

　　　　これまで自治体が作ってきた計画は、膨大なお金と人員をつぎ込みながらほとんど計画を作りっぱなしにし
てきた。第5次総合計画の策定もあるのだから、本市の施策は計画に基づいて行う、という姿勢をぜひ示してほしい。
またPDCAサイクルができたら、執行部も議会も論理的な政策議論ができる。お互いにとって意味があるはずだ。
　また行政改革は一律に切り詰めるのではなく、重点化、選択化に切り替えるべきだ。

再々質問

　　　　①行政改革の同じ資料で効果額が2億円も差
異があるなどおかしい部分が多い。行政改革のチェッ
クを毎年行っていくよう求める。②田川市の全ての計
画についてPDCAサイクルに基づいた見直しをするのか。
③効果額をマイナス部分も見ていかないといけない、
と市長は言及した。ということは総合的に見ていかな
いといけないという認識なのだから、ぜひ今後効果の
算定に当たっては総合的な効果の把握に努めてほしい。
④コンビニにおいているというが、10部しか置いてい
ないのが現状である。約6000人から7000人に広報
が配られていないというのはかなりの問題。早急な解
決を望む。

再質問

再答弁

現状は...
　田川市は平成16年12月より第4次行
政改革を策定。平成21年度までの6年
間を計画期間として取り組んでいます。
行政改革における計画の具体的項目は

33にのぼり、組織改革や住民との協働なども行うことに
しています。また財政効果としては職員の削減に力点を置
いています。
　改革を実効性のあるものにしていくためには、まず行政
改革がどのような状況で進み、どのような形で効果が上が
っているか、そして問題点がどこで、それをどう克服して
次の課題に取り組むか、それらPDCAサイクル（注）に基づ
いた改革の実行が不可欠です。
　しかし、田川市だけではなく多くの自治体では、計画は
作られても実際にその計画が実行され、どういう現状にな
っているかがほとんど把握されてきませんでした。また現

状把握のための分析に関して、あいまいなものが多かった
のも事実です。その点を改め、早急にチェック体制を強化
することを今後も求めていこうと思います。
　また、田川市には現在計画中のものも含め全部で30の
計画が策定され、それには多くの人員とお金が費やされて
います（別表参照）。30の計画の中には重複した計画や、
すでに担当する課のない計画など、計画と実態が一致して
いない部分が多数あります。実態にあわない計画、重複し
ている計画などはしっかり整理し、作られた計画が作った
だけに終わらないよう努力しなければなりません。

　　　　（市長）本市の活性化を考えた上で財政、組織
の2つの要素がある。行財政改革は一朝一夕にできる
ものではない。職員削減は、効率のいいサービスも考
えつつ職員削減を進めていきたい。パブコメは、市民
との協働参画において必要不可欠。要綱作成中であり、
おって報告する。「広報たがわ」は、全世帯配布に向け
努力する。

（総務部長）①効果額22億の試算は田川市独自の基準

で算定している。田川市第4次行政改革は後半期間に
入ったので、客観的に評価したり、効果額はだれが見
ても分かりやすくしていきたい。
②③PDCAサイクルは、平成18年度までにD、平成19
年度C、今Aの部分に入っている。人材育成基本計画で
も職員研修などで取り組んでいる。今後はPDCAサイ
クルを活用する行政評価を行っていきたい。④人員削
減は、平成17年度から18年度にかけて36名削減して
いる。今後も45名を削減していく。本市の財政状況は
依然厳しいため、今後も着実に定員適正化を図ってい
きたい。また接遇研修を行い、市民サービスの改善も
行っていきたい。また職員のボランティア参加も進ん
でおり、この流れをこれからも進めていきたい。⑤パ
ブリックコメント制度は検討を重ねてきた。要綱は策
定している最中。平成20年度中の実施に向け要綱案を
早期に委員会に報告したい。⑥「広報たがわ」の未配
布世帯は3175世帯15.38％となっている。公共機関
やコンビニにおいている。全戸配布にむけては、これ
からも工夫して取り組んでいきたい。

答 弁

3月議会3月議会
社会新報号外 社会新報号外

1 田川市第4次行政改革大綱に基づく
行財政改革の推進状況について

（注）PDCAサイクルとは...
P（プラン）計画を作成する段階、D（ドゥ）計画を実行に移す段階、C（チ
ェック）実行部分が計画に沿っているかチェックする段階、A（アクト）
計画に沿っていない部分があれば実行部分を変更し次に生かす段階、
と継続的な業務改善を行っていく一連の行為。
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4
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6
7
8
9
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11
12
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15
16
17
18
19
20
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22
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28
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花と緑のまち　新田川創生プラン
頑張る地方応援プログラム・田川市プロジェクト
第4次総合計画
田川市行政改革
新エネルギービジョン
後期過疎地域自立促進計画
定員適正化計画
田川市国民保護計画
田川市情報化基本計画（計画終了）
田川市障がい者福祉基本計画
田川市障がい福祉計画
健康たがわ21推進計画
田川市福祉のまちづくり整備基本計画（計画中）
田川市第５期分別収集計画
田川市地域省エネルギービジョン
田川市環境基本計画（計画中）
ストック総合活用計画（平成14年度～平成19年度）
ストック総合活用計画（19年度～）
田川市住宅マスタープラン（計画中）
田川市中心市街地活性化基本計画
田川市汚水処理構想
田川市都市計画マスタープラン（計画中）
田川市公立学校等施設整備計画
3つのアップル行動計画
青少年施策実践行動計画
田川市水道事業中期経営計画
田川市次世代育成支援対策行動計画
田川市男女共同参画プラン
田川市人権教育・啓発基本計画
田川市立病院中期経営計画

番号
平成16年度
平成19年度
平成12年度
平成16年度
平成13年度
平成16年度
平成17年度
平成19年度
平成13年度
平成18年度
平成18年度
平成14年度

平成19年度
平成18年度

平成14年度
平成19年度

平成12年度
平成19年度

平成19年度
平成10年度
平成12年度
平成17年度
平成16年度
平成18年度
平成16年度
平成17年度

策定時期
平成17年度～22年度
平成19年度～21年度
平成13年度～22年度
平成16年度～21年度
平成14年度～
平成17年度～21年度
平成17年度～21年度
期間規定無し
平成13年度～18年度
平成19年度～28年度
平成18年度～20年度
平成15年度～21年度

平成20年度～24年度
平成18年度～28年度

平成15年度～18年度
平成19年度～27年度

平成12年度～22年度
平成19年度～37年度

平成19年度のみ
平成11年度～20年度
平成13年度～22年度
平成17年度～21年度
平成17年度～26年度
平成19年度～23年度
期間規定無し
平成17年度～21年度

企画課
企画課
企画課
企画課
企画課
企画課
人事課

総務防災課
総務防災課
健康福祉課
健康福祉課
健康福祉課
健康福祉課
環境対策課
環境対策課
環境対策課
建築住宅課
建築住宅課
建築住宅課
商工労政課
都市計画課
都市計画課
教育総務課
生涯学習課
生涯学習課

水道課
子育て支援課

人権・同和対策課
人権・同和対策課

田川市立病院

¥858,900
¥0

¥4,721,199
¥409,200

¥9,562,266
¥0
¥0
¥0
¥0

¥2,285,320

¥3,768,000

¥0
¥6,543,012

¥8,190,000
¥2,499,000

¥2,972,000
¥1,785,000

¥0
不　明　　
¥121,000

¥0
¥3,490,200
¥1,781,405

¥892,500
¥0

計画期間 策定費用担当課

合　計 ¥49,879,002

計 画 名 称

次のページも
一般質問が続きます。
次のページも
一般質問が続きます。



1951年12月7日 第3種郵便物認可1951年12月7日 第3種郵便物認可

内　　容
休日保育の実施
病後時保育の実施
児童ショートステイ事業の実施
18～22時までの夜間保育の実施
妊婦等を対象とした食育の推進
不登校児童生徒に対する適応指導教室の設置
子育てボランティアの育成と登録
保育料の負担軽減

虫歯予防に対する情報の提供

両親学級、母親学級の受講の推進

平成21年度に1か所定員10名
平成21年度に1か所定員2名
平成21年度に1か所定員5名
平成21年度に1か所定員5名
平成21年度に1回実施
設置するとの記述のみ
平成21年度にボランティア登録者20名
検討するとの記述のみ

平成21年度までに3歳児で
虫歯がなかった子供を90％に。
（平成16年度では64.5％）

平成21年度までに両親学級・母親
学級を利用したことがある親を80％に。
（平成16年度では33.7％）

目標年度等

1
2
3
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田川市次世代育成支援対策行動計画に
書かれた計画（一部抜粋）�

田川市次世代育成支援対策行動計画に
書かれた計画（一部抜粋）�

　　　　田川市が作成した「田川市次世代育成支援対
策行動計画」は、基本目標5、施策の方向15、具体的
施策は83にものぼる。これがすべてできれば田川市は
子育て施策において全国トップクラスの自治体になる
ことは間違いない。しかし実際はできていない。その
点を踏まえ以下を問う。
①この計画の進捗状況表というものが平成17年度は
作られているが、平成18年度は作られていない。どう
なっているのか。そもそもこの状況表は、どのように
施策を実行したのか、コストは、効果は、今後の問題
点は、などがほとんど抜け落ちている。根本的な作り
直しを求める。
②83もの施策の一体どれが重点なのか分からない。重
点施策がどれで、それに向かってどう取り組むのか問う。
③休日保育に関して計画には「21年度までに1か所定
員10名」としている。具体的に3年間でどのような検
討をし、あと2年でどうやって実施に向けて行動する
のか。
④子育て支援センターの機能強化を上げている。しか
し同センターは平日・昼間しか機能しておらず、共働
き家庭、単親家庭は利用できない。休日・夜間の取り
組みや機能強化について問う。

質 問

　　　　①休日・夜間の子育て施策の充実について答
弁していない。もう一度答弁を求める。単親家族や共
働き家族が多い田川市だからこそ、働きながら子育て
ができる環境をしっかりつくってほしい。病時･病後時
保育、放課後児童クラブの充実など、0歳から15歳児
までの保育・教育を本市として総合的に変えていく必
要があるのではないか。「働いても安心して子育てが
できる田川市」をぜひ目指してほしい。

再々質問

　　　　①83のどれが重点施策なのか。もう一度答弁
を求める。②単親家庭は母子家庭が多いので女性の場
合だけ言うと、直近の国政調査における田川市の15
歳以上の女性24523人中、離婚経験がある女性は
2466人、10.0％だった。福岡県平均が6.61％、全
国平均が5.21％なので、田川市は単親家族が他市に比
べ多いということになる。共働き家庭も多いであろう
から、その点でも休日・夜間の子育て施策の充実を図
るべきだ。③子育て支援計画の総合的な見直しを求め
るが行うつもりがあるか。

再質問

　　　　（市長）子育て施策は関係機関や市民との協力
で進めていきたい。懸命な努力を進めていく。

（子育て支援課長）①平成17年度の進捗状況表について
は平成18年3月に策定してきたが、現在は策定できて
いない。できるだけ早くに評価委員会を開催したい。
③休日保育は、子育て施策のなかで進めていきたい。
④子育て支援センターの休日利用については保護者の
ニーズをはかりながら検討していきたい。計画も3年

が経過する中で、今後も各事業の実施に向けて取り組
んでいきたい。その中で市民の皆様の意見も充分に聞
いていきたい。（質問②については答弁なし）。

答 弁

　　　　（福祉部長）①83の計画はあってもいい。基本
目標5つ、それに対して重点施策として15、それを細
分化したのが83の事業となる。83の事業すべてを点
検していく必要がある。③休日保育については、具体
策はないが、子育ての見直しは行っていきたい。（②に
ついては答弁なし）。

再答弁

　　　　A1：（子育て支援課長）休日・夜間の取り組み
は利用者のニーズをはかりながら検討していきたい。
再々答弁
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2  本市の子育て施策の充実について

　現在田川市には、子育て施策の
方向性について具体的にまとめた「田
川市次世代育成支援対策行動計画」
というものがあります。平成17年

度から平成21年度までを計画年度とし、83にものぼ
る計画を策定しています（別表参照）。
　まず、この計画に関して実施状況をチェックする体
制がほとんど構築できていませんし、その点からも計
画の実施に対して執行部の姿勢は極めて消極的です。
　また子育て施策全般を見ても、田川市では他市に比
べ遅れているのが現状です。特に一般質問でも書いて
あるように、田川市は単親家庭・共働き家庭が高い地
域ですが、子育て施策のほとんどが平日・昼間に行わ
れており、単親家庭や共働き家庭は参加できない状況
になっています。
　私としては、まず「田川市次世代育成支援対策行動
計画」を総合的に見直す作業を早急に行うことで計画
の実施推進を図ること、そして「働きながらも安心し
て子育てができる」環境を田川市につくることが必要
だと考えています。
　そのためにも休日・夜間保育、病時・病後時保育の
実施、子育て教室の休日・夜間実施などを通して、田

川市にいる限りは出産をリスクにしない、と言えるよ
うな街にしていきたいと思っています。

－緊縮予算 民生費の増加が加速－

平成20年度の
主な予算

平成20年度の
主な予算

平成20年度予算が可決・成立

民生費
45.5%

107億4071万9千円

37億4255万1千円

公債費
15.5%

19億605万1千円

衛生費
7.9%

15億6917万6千円

土木費
6.5%

15億208万4千円

18億5245万2千円

総務費
7.7%

教育費
6.2%

9億2745万7千円
産炭地域振興費 3.8%

6億2696万4千円
消防費 2.6%

3478万5千円
その他0.1%

4億74万1千円

農林業費
1.7%

2億3470万円

議会費
1.0%

3億6132万7千円

商工費
1.5%

244億7487万4千円
（前年比：98.7%）

総 額

　平成20年度予算は、統一自治体選のため暫定予算だった昨年度に比べ
3億1650万8千円低いという、緊縮型の予算となりました。特に新規事
業はほとんどなく、これまで行ってきた事業の継続になります。
　また福祉・医療・生活保護などに使われる民生費が110億7万8千円と
全体予算の構成比で45.5％まで達しています。今後も高齢化や格差拡大
などの流れで、この数字は増加する可能性が極めて高くなっています。
　民生費は必要経費である部分がほとんどであるため、財政再建を行う
上では残り55％の部分で改善を図らなければならず、市民生活への影響
も心配されます。

人件費 37億5704万6千円
　普通会計部門の職員438名分の給与等の総額です。
年々減少していますが、今年度は退職者が20名を予
想しており、退職金が多額となるため増加しています。
またこれには勧奨退職は含まれていませんので今後
増加する可能性が極めて高い状況です。

公債費 37億3955万1千円
　田川市が行った事業に対する借金の元金（31億
3803万8千円）、利子（6億151万3千円）に当て
られます。田川市の平成19年度末における地方債残
高（借金）は、普通会計で307億7百万円にも上り
ます。また、ここ数年が借金返済のピークとなって
おり、厳しい財政状況が続くことが予想されます。

放課後児童クラブ運営経費
5283万5千円
　現在市内10校の小学校ごとに放課後児
童クラブ（いわゆる鍵っ子）が運営され
ており、平成19年度現在789名が登録さ
れています。単親家庭・共働き家庭の増
加で登録児童数は年々増加しています。

市営住宅に
公営住宅等ストック総合改善事業
3億1975万2千円

　市営住宅（公営住宅998戸、改良住宅
4025戸）の改修やバリアフリー化、火
災報知機設置などにかかる費用です。市
営住宅の数は全国トップクラスであり、
今後も改修などで多額の経費がかかる予
定です。

市議会議員には
議員報酬費等　1億6688万円

　市議会議員22名に支払われている報酬･
期末手当･共済費などの金額です。一人当
たり758万5千円かかっている計算にな
ります。

子どもの教育・保育に
要保護・準要保護児童・生徒補助金
6749万6千円

　現在この補助金を使っている生徒は小
学校で全体の33.7％、中学校で35.2％
であり、どちらも全国平均の2倍以上で推
移しています。

農林業に
中山間地域等直接支払い交付金

　中産間地域は生産条件不利地域とされ
ており、その耕作放棄を防止するために
農業者に交付しているものです。現在猪
位金3区に159万1632円、猪位金4区に
16万9753円、夏吉秋里集落に18万
1242円がそれぞれ交付されています。

生活保護費 40億8385万円
　今年度の保護率を49.8‰（パーミル、1000分の
1）と見込んで計算されています。生活保護費は年々
増加しており、この数字は福岡県平均の約2.4倍、全
国平均の約4.1倍となっています。

▼▼▼▼▼▼▼▼▼ 他にもこのような事業に使われています ▼▼▼▼▼▼▼▼▼

田川市を年収400万円
の家庭と例えると

（民 生 費）病院に受診するために182万円
（公 債 費）借金返済に62万円
（教 育 費）子どもの教育に24万8千円
（消 防 費）火災保険や防災グッズを買うのに10万4千円
（議 会 費）家族会議をするお金に4万円
（各種基金）預金残高は172万2千円
（公債残高）借金は491万5千円

特別会計・市立病院の主なもの…
田川市立病院当初予算：58億4691万9千円
国民健康保険特別会計：66億5605万1千円
後期高齢者医療特別会計：6億7699万9千円
田川市休日救急医療特別会計：9179万円

田川市民一人当たりの予算は…
民生費…210,616円
交際費……71,657円
衛生費……36,494円
総務費……35,468円
土木費……30,044円
教育費……28,760円

産炭地域振興費…17,757円
消防費………12,004円
農林業費………7,672円
商工費………6,918円
議会費………4,493円
その他…………666円

トップ3トップ3

現状は...
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佐々木
まこと
佐々木
まこと 西 東

佐々木まことの活動記

佐々木まことの日々の活動をつづるブログ、

ホームページ紹介

毎日
更新

佐々木まことの
日進月歩

http://sasakimakoto.net/

！！
佐々木まこと後援会金国林道現地視察（2月17日）佐々木まこと後援会金国林道現地視察（2月17日）佐々木まこと後援会金国林道現地視察（2月17日）

林道に不法投棄されたゴミの山

　後援会活動の一環として、地元猪位金地区にある金国林道の現地視察を行

いました。金国林道は長年不法投棄や森林の荒廃が問題になっており、近隣

住民や市が対応に追われているのが現状です。

　後援会関係者と現地に入ってみると、不法投棄がかなりあり、多くの場所で家電品や発泡スチロールなどが不法投棄さ

れていました。また山林の荒廃も顕著で、特に竹の浸食がかなりの勢いで進んでいます。

　不法投棄をそのままにしていると、有害物質が池や川に流れ込みますし、森林の荒廃は土砂崩れなどの災害をもたら

します。水源の森を守るためにも官民が一体となって取り組みを強化していかなければなりません。

市民と議員の条例づくり交流会議（3月29日）市民と議員の条例づくり交流会議（3月29日）市民と議員の条例づくり交流会議（3月29日）
　この交流会議は、地域の課題解決へ向けて政策・条例づくりに取り組

む市民や議員が集い、経験を共有、交流する場として開催しているもので、

私は初めて参加しました。

　今回の大きなテーマは、市町村が作成している「予算」について。首

長経験者や自治体議員と予算審議の活性化や議会改革について、様々な

議論がされました。

　地方議会は、まだまだ旧態依然とした状況が根強く残り、最も改革が

されていないところでもあります。誰かがどこかで勝手に決めている状

況から、あらゆる情報を公開し、行政や地方議会に主権者である市民の

息吹を入れていくことが急務です。今回の会の経験を議会にしっかり生

かしてまいります。

社民党全国連合若者セミナー（2月22日～25日）社民党全国連合若者セミナー（2月22日～25日）社民党全国連合若者セミナー（2月22日～25日）

川口洋一高槻市議（右）とともに

神野直彦東京大学教授

　社民党の青年党員・青年活動家を対象に、福島みずほ党首とともに東京・
大島で若者セミナーが開催され、青年議員の一人として参加しました。
　今回は、社会民主主義の必要性について自治体財政の権威で産炭地域振興
審議会の委員としても長年活躍された神野直彦東京大学教授が、派遣労働の
問題点について派遣ユニオンの関根秀一郎書記長が、現在の医療問題につい
て、特に過疎地の医療問題や後期
高齢者医療の問題点などについ
て村山正栄日本赤十字労働組合
中央執行委員長が、それぞれ講
演されました。また福島みずほ社

民党党首も社民党の必要性と課題、可能性について議論しました。
　かつて「一億総中流」と呼ばれていた日本ですが、現在では貯蓄のない世
帯が2割を超え、勤務者の4.4人に1人が年収200万円以下（1022万人）と
なっています。社会的な公平と平等を求めていく社会民主主義が日本でもし
っかり花開くためにも、社民党という立場で今後も頑張ってまいります。

講演を行う福嶋浩彦前我孫子市長
（現中央学院大学客員教授）

九州大学法学部2年 今 村 　 光

2008-3-4

議員インターン生の感想

議員インターンとは…

「インターンを振り返って」

田川市役所にも埋蔵金が！？

　先日の田川市の基金（貯金）が全体では118億4996万円あると述べ、しか
しその後「自由に使える財政調整基金は10億5907万円しかありません。」
と付け加えています。
　
　ではその差107億9089万円はなに？ということになりますが、それは使う
対象が決まっている基金を指します。
　
　細かく分けたら益金運用基金など違いはありますが、とりあえず使途が決ま
っている基金について以下書きます。
　
市立病院改築基金（6592万8000円） 
廃棄物処理施設基金（7億2082万5000円） 
育英事業基金（6889万9000円） 
職員退職基金（0円） 
炭鉱住宅改良基金（6億4402万6000円） 
公共施設整備基金（1億5749万9000円） 
公共施設管理基金（1億404万7000円） 
減債基金（1億582万3000円） 
下水道施設整備基金（3億2181万1000円） 
ふるさと人づくり基金（7682万5000円） 
高齢者等保健福祉基金（4億1649万7000円） 
文化振興基金（5億340万3000円） 
ふるさとの水と土保全基金（2119万円） 
特定農業施設管理基金（69億1130万8000円） 
国民健康保険基金（4億2020万5000円） 
休日救急医療基金（5064万3000円） 
三線沿線基金（2億195万9000円）
　
　かなりいろいろあるでしょ？具体的にどんな使途で使われるのか？？とい
う中途半端な名前の基金もありますが、どれも一応の使途基準は明確にあり
ます。
　　
　この中で極端に多い基金をもっているのは「特定農業施設管理基金」の69
億円。この基金は主に農業用水などの水門の維持・整備にかかるための費用
となっています。この基金、利子だけでも年間9174万6000円がついています。
　
　しかしこの基金は条例上あくまでも農業施設に関することのみを対象として
おり、財政調整のためには使用できないことになっています。しかしその財政
調整基金は先日ここで書いたとおり10億5907万2000円となっており、特定
農業施設管理基金との差は歴然です。
　
　国の「埋蔵金」騒動とはちょっと内容は違いますが、執行部や議会にとって
この基金は、本当に財政が悪くなったときのための「虎の子」のように見て
いる雰囲気は一部にあります。
　
　しかしこれがあるから財政はＯＫであるという意味ではありません。今年度
だけでも6億6298万6000円の基金を使用していますし、来年度も予算では
基金を10億円以上取り崩す予定になっています。
　　
　またもしこの基金を崩す手続きをするとなると、議会の議決が必要でしょう
から、その中でかなり紛糾すると思います。しかし財政課は平成22年度には
赤字になると予想しているのですから、この状況ではもしかしたらこの基金の
取り崩しも長い先の話ではないかもしれません。
　
　しかし相変わらずですが、額が大きすぎて麻痺してしまいます。。。。

　私は春休みの約2

ヶ月間、佐々木議員

の下でインターン生

として活動を共にし

てきました。私がイ

ンターンを志望した

動機は、正直なとこ

ろ興味本位という部

分もあったのですが、

なにより成人を迎え有権者の一員となったにもかかわら

ず政治に関する知識があまりなかったという状況に危機

感を抱いたことが一番の決め手でした。

　そして、佐々木議員とのインターン活動が始まったわ

けですが、佐々木議員は私と年が近いこともあってか大

変親しみやすい方で、私が今まで「議員」という職業に

抱いていた堅いイメージは良い意味で崩れました。また、

私の個人的な都合によりインターン活動に十分な時間が

確保できなかったにもかかわらず、佐々木議員は限られ

た時間の中で、できる限りのことを私に、見せ、教え、

そして体験させてくださいました。中でも印象に残って

いるのが、本会議の代表質問に向けての準備を一緒に行

ったことです。時間をかけて資料を一から洗い直し、作

り上げた独自の資料をもとに代表質問を行った佐々木議

員の姿を傍聴席から見ていて、私も一緒に質問を行って

いるような気分になりました。他にも、選挙カーに乗せ

ていただいたり、一緒にデモ行進を行ったりと、一生思

い出に残るような体験をさせていただきました。

　最後になりましたが、佐々木議員をはじめ、議員のご

家族の方々、市の職員の方々、そして社民党の議員の皆

様方、他にも多くの方々に温かく接していただき本当に

ありがとうございました。皆様のおかげでこの2ヶ月間、

楽しく充実した日々を過ごすことができました。インタ

ーンは終わってしまいましたが、また個人的に田川に遊

びに伺いたいと思いますので、その際は何卒よろしくお

願いします。

　NPO法人ドットジェイピーが主催する取り組みで、大学生が
2ヶ月間議員と一緒に活動し議員活動や政治を身近に感じても
らうことを目的としています。私も大学生時代議員インターン
を経験し、その経験が政治の世界に飛び込む大きなきっかけと
なりました。
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2008年4月1日まこと通信

市民相談、労働相談など各種相談をいつで
も受け付けています。また月1回、弁護士に
よる無料法律相談も行っていますので、お
気軽に電話、メールでお問い合わせください。

連絡先 0947-42-1866
mail:makt56@hotmail.com

　この『まこと通信』は私の活動や田川市政に対する懸案事項を掲載すること
で、市議会議員や議会、そして政治を身近に感じてもらいたいという思いで、
定例議会後毎に発行しているものです。
　市議会議員がどのような活動をしているのか、田川市が今どのような問題を
抱えているのか、などをこの紙面でご理解していただければと思います。また
「まこと通信」に関するご質問・ご意見・ご感想もお気軽にお寄せください。

佐々木まことの主な活動報告

 2 日　社民党新年街頭演説行動
 5 日　田川商工会議所新年会
 6 日　山口はるな衆院予定候補街頭演説行動
 7 日　社民党新年挨拶回り
 8 日　社民党市議団による市長・教育長申し入れ行動
 9 日　社民党田川総支部新年旗開き
10日　農業委員会
　　　 社民党田川総支部合同会議
11日　部落解放同盟田川市協議会新年旗開き
　　　 社民党県連常任幹事会（福岡市）
13日　猪位金地区鬼火凧揚げ
　　　 田川市成人式
15日　協働フォーラム（北九州市）
16日　連合京築・田川地域協議会議員懇談会
　　　 連合京築・田川地域協議会新年会

17日　田川地区清掃施設組合議会
18日　社民党県連青年対策部・労政懇青年部合同会議（福岡市）
20日　田川市消防団出初め式
22日　社民党県連会議（福岡市）
24日　社民党田川市議団会議
　　　 社民党田川総支部合同会議
　　　 社民党田川総支部首長・議員団会議
25日　ふくおか自殺対策シンポジウム（福岡市）
　　　 社民党県連常任幹事会（福岡市）
26日　田川映画愛好会
　　　 社民党県連旗開き（福岡市）
27日　ドットジェイピーインターン2次面接
29日　山口はるな衆院予定候補街頭演説行動
30日　佐々木まこと後援会役員会
　　　 連合京築・田川地協田川地区連絡協議会新年会

社会新報号外

1月

 1 日　直方市「事業仕分け」傍聴
 4 日　連合政策要求行動（田川市）
 7 日　社民党田川市議団会議
　　　 社民党田川総支部合同会議
　　　 社民党田川総支部首長・議員団会議
 8 日　社民党県連常任幹事会（福岡市）
 9 日　山口はるな衆院予定候補街頭演説行動
11日　平和憲法をいかす会総会
12日　農業委員会
15日　社民党青年対策部・労政懇青年部合同会議（福岡市）
16日　日本フィル田川公演
17日　佐々木まこと後援会現地視察（金国林道）
18日　社民党県自治体議員団政策セミナー（福岡市）

19日　後藤寺商店街連合会勉強会
20日　総務文教委員会
　　　 田川商工会議所青年部例会
21日　議会運営委員会
　　　 社民党田川市議団会議
　　　 社民党田川総支部合同会議
22日　社民党全国連合主催「若者セミナー」（東京）
23日　社民党全国連合主催「若者セミナー」（東京）
24日　社民党全国連合主催「若者セミナー」（東京）
25日　社民党全国連合主催「若者セミナー」（東京）
28日　山口はるな衆院予定候補行動
29日　市議会本会議（1日目）

2月

 1 日　映画「折り梅」上映会
　　　 上位登会総会
 2 日　猪位金校区福祉のつどい
 3 日　総務文教委員会
 5 日　山口はるな衆院予定候補朝立ち行動
 6 日　社民党田川総支部合同会議
 7 日　社民党県連常任幹事会（福岡市）
 9 日　田川ユースウインドアンサンブル定期演奏会
10日　山口はるな衆院予定候補朝立ち行動
　　　 農業委員会
11日　市議会本会議（2日目）
12日　山口はるな衆院予定候補朝立ち行動
　　　 市議会本会議（3日目）
13日　総務文教委員会
14日　山口はるな衆院予定候補朝立ち行動
　　　 猪位金中学校卒業式
　　　 総務文教委員会
15日　社民党県連主催「渕上塾」開校式（福岡市）

16日　ドットジェイピー議員交流会
20日　豊前市議選応援行動
21日　山口はるな衆院予定候補朝立ち行動
　　　 社民党田川市議団会議
　　　 社民党県連常任幹事会（福岡市）
　　　 元参議院議員「渡辺四郎さんを偲ぶ会」（福岡市）
　　　 社民党青年対策部・労政懇青年部合同会議（福岡市）
23日　白鳥保育園卒園式
　　　 ワールドピースナウ福岡県集会（春日市）
24日　山口はるな衆院予定候補朝立ち行動
25日　市議会本会議（4日目）
　　　 総務文教委員会所管部課長送別会
26日　山口はるな衆院予定候補朝立ち行動
28日　市民と議員の条例づくり交流会議前泊（東京）
29日　市民と議員の条例づくり交流会議（東京）
30日　上位登区総会
31日　山口はるな衆院予定候補朝立ち行動

3月
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